
  
【大学・専攻等名】 

 鳥取大学・国際戦略企画推進本部 

 
【事業名】 

 乾燥地における統合的資源管理のための人材育成 

  
【事業概要】 

本事業では、鳥取大学で最も実績のある乾燥地研究分野において、国際的通用性のあ

る若手研究者を育成することを目標とする。すなわち海外の大学あるいは国連機関、国

際研究機関等で職責にふさわしいミッションを十分にこなすなど、国際的に活躍する人

材を養成することを目指している。 

このため、国際連合大学ほか５機関の共同による共同修士号プログラムである「乾燥

地における統合的管理に関する共同修士号プログラム」(Joint Master’s Degree 

Programme in Integrated Management in Drylands 略称：MS プログラム) を本事業に

活用して、このプログラムをより発展・拡充させ、修士課程学生を含む若手研究者を育

成する。具体的には、修士課程学生等の若手研究者を対象に、毎年５名程度の学生をチ

ュニジア、シリア、中国の乾燥地に約１年間派遣し、乾燥地に関する広範な内容の講義

と乾燥地をフィールドとした研究を行う。講義や研究指導はすべて英語で行われ、多国

籍の学生と生活を共にしながら、共に学び、研究することにより、豊かな国際感覚と語

学力を養うことができる。 

本申請事業の人材育成は海外のパートナー機関との共同修士号プログラムを基礎と

して推進するものであるが、博士課程進学後、あるいはポスドク等の若手研究者に対し

ても、海外の教育・研究拠点の活用及びグローバルＣＯＥプログラムとの連携など、鳥

取大学が実施している国際的人材育成関連事業を総合的に組み込んだ「国際的通用性の

ある若手研究者育成プロジェクト（仮）」を発足させ、全学的なコンセンサスの下で支

援していく。 

 

  
【海外パートナー機関の名前・専攻等名及び所在地】 

 国際連合大学（カナダ） 

中国科学院 寒区旱区環境工学研究所（中国） 

乾燥地域研究所（チュニジア） 

チュニジア国立農業研究所（チュニジア） 

国際乾燥地農業研究センター（シリア） 

 
 
 
 



 

●グローバルＣＯＥ （乾燥地科学拠点の世界展開）

若手研究者インターナショナル・トレーニング・若手研究者インターナショナル・トレーニング・

プログラムプログラム(ITP)(ITP)

●海外実践教育プログラム
・メキシコ：北西部生物学研究センター

●夏期短期語学研修
・カナダ：ウォータールー大学 ・アメリカ：アーカンソー大学
・フランス：グルノーブル第３大学 ・中国：東北農業大学
・韓国：春川教育大学

進学進学

進学進学
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【本事業に関する問い合わせ先】 
 鳥取県鳥取市湖山町南４丁目１０１ 

研究・国際協力部国際交流課・課長・濱田 太 

電話：０８５７－３１－５８５４ 

ＦＡＸ：０８５７－３１－６０６５ 

メールアドレス：kokuko-renkei@adm.tottori-u.ac.jp 


